
働き方改革の実現と
コンプライアンスの徹底

～仕事環境の改善で
ＣＳ・ＥＳ・ＦＳの達成へ～

新雪運輸株式会社
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自己紹介 石田 英昭
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昭和39年（1964年）東京生まれ 58歳 埼玉県在住

経歴 経理の専門学校を昭和60年に卒業
大手アルミサッシメーカーに営業職として入社
10年勤務
1995年に家業の材木小売業を継ぐも大手の
ハウスメーカーの進出などで需要が落ち込み
間もなく廃業
2000年に中堅物流企業にドライバーとして入社
その後管理職となり、新規拠点の立ち上げ等を
経験後2年間人事業務に就く
2016年 新雪運輸株式会社に人事採用担当と
して入社し現在に至る趣味：ボウリング



新雪運輸 株式会社

創業 １９６３年（昭和３８年）

設立 １９７０年（昭和４５年）

創業の精神・・・「和」を大切に（創業者：現社長の父）

現在の社訓・・・「愛和」

相手を理解して仲良くし、大切にする。人の和は一切の幸福を生む

事業も、家庭も、財産も、人と人との和によって成り、確実に繁栄し、

みごとに成長・発展する。
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新雪運輸 会社概要
資本金 ６０００万円

代表者 代表取締役 瀧澤 裕司

営業種目
１．一般貨物自動車運送事業
２．貨物運送取扱事業
３．サードパーティーロジスティクス（３PL）事業
４．損害保険代理店業務

本社所在地

埼玉県川口市芝高木1-7-14

従業員数

常勤社員 約３８０名（アルバイト・パート含む）

自社保有車輌
２ｔ冷蔵車 ５１輌
３ｔ冷蔵車 １０輌
４t冷凍・冷蔵車 ４８輌
４ｔ冷蔵車 ４９輌
１３ｔ冷凍車 ３２輌
１３ｔ低床ウイング車 ３輌
１３ｔ低床冷凍車 ２輌
軽冷蔵車 １輌
２ｔサービスカー １輌

計１９７輌 4

沿 革



新雪運輸 会社概要
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新雪運輸 組織図
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主なお取引先様

大手乳業メーカー 様
大手製パンメーカー 様
コンビニ向け食品製造メーカー 様
大手調味料メーカー 様
大手食品卸メーカー 様
大手食品スーパー 様
製菓メーカー 様
大手食品総合物流メーカー 様
大手冷凍食品メーカー 様

その他
都内近郊学校給食配送業務 など



食品の物流（生産者と消費者を結ぶ）

物流

物流

生
産
者

消
費
者

食品一次物流
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認定・認証・取組内容
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【事例１】時間外労働削減への取り組み

長時間労働が常態化

休みが取れない（休まなくてもいい）

走れば稼げる！
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ドライバーの高齢化などによる健康障害



【事例１】時間外労働削減への取り組み
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最新のデジタルタコグラフを導入



【事例１】時間外労働削減への取り組み
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【事例１】時間外労働削減への取り組み
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個々の運行時間

コース別運行時間

運行時間に対する
停止割合

運輸に精通したコンサ
ルタントと共同で分析



倉庫内専用の手押し台車などからトラック積載用の
カゴ台車にドライバーが積み替えている
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トラック積載用の
カゴ台車

倉庫内専用の
手押し台車



【事例１】時間外労働削減への取組
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アルコールチェックの計測時間で
出勤・退勤を管理

1週間毎に集計し週の制限基準
時間を超えていないか確認

（超過者は赤表示アラート）



【事例１】時間外労働削減への取り組み
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インターバル管理

前日の退勤から
次回の出勤までの

時間管理
（10時間以下アラート）



・世の中の過労死問題⇒ 長時間労働（他業種より多い）を改善する必要性

・東京都トラック協会の取り組みにエントリー⇒運輸に精通したコンサルタントとの出会い

・社長を筆頭に管理職全員がプロジェクトに参加⇒社内外への本気度発信

・信頼できるデータをベースに分析⇒リアルな実態と改善ポイントを見える化

・多忙な業務の中、管理者が一堂に集まることが難しかった

・労働時間短縮が収入減につながるという考え方から、一定数協力的でない従業員がいた
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【事例１】時間外労働削減への取り組み

取り組みのきっかけ

成果・成功のポイント

苦労した点



【事例２】ボトムアップでES・FSの実現へ

管理職のいない
小集団
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エッセンシャルワーカーの宿命 イベントやりたいけど

新雪運輸向上委員会

ES（employee Satisfaction 従業員満足度）
FS（Family Satisfaction 家族満足度）
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愚痴 文句 聞く⇒聴く 改善のヒント 提案

【事例２】ボトムアップでES・FSの実現へ
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自宅送付型の社内報

会社の取り組みや、新しい
制度など御家族に対して
確実に伝えるツール

【事例２】ボトムアップでES・FSの実現へ
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取り組みのきっかけ

・24時間365日稼働の会社⇒ 社内イベントの開催が難しい（どうせできない）

・コミュニケーションが不足して特に他の営業所との交流が少ない

・トップダウン型の方針に対する反発⇒従業員の声が反映されない（言ってもムダ）

・管理職を一切入れない小集団活動にした

・最初は全員参加でなくてもいいのでレクレーションを企画した

・愚痴や不満を共有しているうちに解決策や改善のヒントが見つかったりした

・愚痴や文句の言い合いになることが多かった⇒ 社内で問題点の共有ができた

・現場の上司の顔色を窺って思い切った提案が出ない⇒ 向上委員に話せば何か変わりそう

成果・成功のポイント

苦労した点

【事例２】ボトムアップでES・FSの実現へ



2024年問題・・物が運べなくなる、残業が減らされドライバーの収入が減る

↓

本来の目的は働き過ぎによる健康被害の軽減とプライベート時間の確保

↓

従業員と御家族の幸せにつながる取り組み

物流の質を上げていくにはコンプライアンスの徹底と人材育成が重要

そのためにも従業員が生き生きと働ける環境の整備が不可欠

↓

入社して良かったという心地よい気持ちになるような改革を進めていく
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【今後の展望】人的資本経営への取り組み



御清聴ありがとうございました。
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こちらのサイトも
是非ご覧下さい

厚生労働省
働き方改革特設サイト

厚生労働省
自動車運転者の長時間労働
改善に向けたポータルサイト

サントリーウエルネス様
健康経営取組事例サイト

政府広報番組
知るトビラ
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